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[ 研究概要 ]
 近年の気候変動や人間活動の影響の増大にともない、環境変化に対する生物や生態系の応答は一段と不確

実性を増しています。そのような応答を予測し、生態系の機能および生態系のサービス（人間が生態系から得

る恵み）を持続的に利用していくことは決して容易ではありません。当研究室では、景観生態学や群集生態

学の手法を用いて、生態系の理解に基づく生態系の管理や保全に関する研究を行っています。モンゴルや中

国内モンゴルの草原生態系、日本の高山帯における高層湿原の生態系、都市の生態系などが研究の対象です。

[アドバンテージ]
 モンゴルや内モンゴルの草原、日本の高層湿原、最近では日本の都

市生態系を含めた、さまざまな生態系を対象にした、生物多様性に関

連する定量化手法および統計・シミュレーション技術を応用し、生態

系の利用と保全の両立に資する科学的分析を展開することができる。

[事例紹介]
 モンゴルの草原における研究では、家畜の放牧によって生態系の

状態が急激に変化し（図1）、また放牧によって植物群集における

種数が一定以下になると急速に生態系の機能（生態系内の相互作用

による物質の生産・分解・循環を基本とするプロセス）が失われる

ことなどが明らかとなってきました。

　また、湿原生態系における植物群集は、温暖化など、将来の環

境変化に対して最も脆弱な生物相の一つであると懸念されていま

す。しかし、その生物相保全のための科学的な知見は極めて不足し

ています。生物多様性の保全および管理に関する意思決定や政策

に貢献することを目標に、環境変化に対する高層湿原の脆弱性につ

いての地図（図2）などを作成しています。
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図 1．  放牧による植物群集の
急激な変化

図 2．  環境変化に対する高層
湿原の脆弱性地図

（地図内に、湿原は全部でおよ
そ 300 湿原あり、赤い色で塗
られた湿原ほど脆弱性が高い）

153

農学
境界農学




